












要約:38 名の学習障害と診断された児童に実施された WISC-R および K-ABC の各下位検査

の得点を因子分析し,言語習得知識,視覚的同時処理,言語的同時処理,言語的継次処理,視

覚的継次処理,プランニングと考えらる 6 因子が示された。次に各児童の因子得点に基づ

きクラスター分析を行い,学習障害児の 7 サブタイプに分けることが可能であることが示

され,学習上の問題だけでなく認知機能の問題から類型化する可能性が示唆された。


